
スマート農業が拓く
東北の水田農業の未来

 大谷 隆二

東北ハイテク研究会 講演会
2025年7月16日

内容
１．生産現場の変化
２．仙台平野での現場実践者の育成
３．福島浜通りでの新たなモデルづくり
４．海外事情など



わたしの紹介 2

2003

乾田直播の研究開始（北海道美唄市）

2011

2016

1997

乾田直播の体系化（岩手県花巻市）

【農水省大臣官房】

1987

仙台平野津波浸水被災地の復興支援

1993.5.8

【東日本大震災】 千年に一度の災害

2022
福島浜通りの循環型農業による復興支援

農水省北海道農試

農研機構東北農研

東北大学

【農機研】

【農研センター】



生産現場（農業従事者の高齢化と減少） 3

・基幹的農業従事者数は約20年間で半減
・平均年齢は69.2歳

令和6年度 食料・農業・農村白書 農林水産省



生産現場（農業経営体，経営面積のすう勢） 4

改正基本法に基づく初の食料・農業農村基本計画（参考資料） 令和7年５月 農林水産省

・農業経営体数は，2020年から2030年で半減する見込み。
・経営規模の拡大がない場合，2020年と比べて３割の農地が利用されなくなるおそれ。



生産現場（担い手に農地の集積が進む） 5
・経営面積２ha以下の経営体の耕作面積は，全耕地の３５％から２０％に低減
（2005年 2020年）。
・経営面積５０ha以上は，全耕地の２５％を耕作するようになった（2020年）。

日本の全耕地の経営規模別の利用面積比率の推移
（各年度の農業センサスより作図）



生産現場（乾田直播の普及） 6

ケンブリジローラ

乾田直播
播種 鎮圧

苗作り 田植え

苗運搬

グレーンドリル

慣行（移植栽培）

耕うん

プラウ

• 慣行に対し１０a当たり労働時間 1/4
• 慣行と同等以上の収量 
• 費用合計は慣行（東北平均）の５７％

乾田直播の普及（農林水産省資料）

4,340ha

2,275ha

米の生産費

米生産費（85,850円
/10a）のうち労働費

と農機具費が半分
（46％を占める

（費用合計組織法人経営R3年）



生産現場（圃場区画の大型化） 7

出典：国土地理院ウェブサイトhttps://www.gsi.go.jp/kikakuchousei/kikakuchousei40182.html

岩沼市追分

2008.5.23 2019.4.28

名取市下増田 10a → 1ha

30a → ２ha

1993.4.20 2019.4.28



生産現場（GPSの利用が進む） 8

モータ内蔵
ハンドル

受信機及び表示器

ガイダンスシステムのモニタ

自動操舵装置

※北海道生産振興局技術普及課（2023年7月）に基づき作成

GNSSガイダンスの令和4年度累計出荷台数（全国）は33,700台
自動操舵システムの令和4年度累計出荷台数（全国）は22,970台



生産現場（直進田植機の普及） 9

• （株）クボタは2016年から販売し，販売台数は1万台を超えた。
• 作業時間が慣行に比べ18％短縮（令和６年度食料・農業・農村白書）



スマート農業実践者の育成 10

Raspberry Piプロ

グラミングでは，セ
ンサから温度デー
タを通知する流れ
を体験。

受講生

20名程度

座学（16コマ）

現地実習

・仙台市東部の100ha規模
・仙台市西部の40ha規模
・新規参入者
・スマート農業熟練者
・JA普及指導員 等

・（株）アグリーンハート
・（株）西部開発農産
・（株）新妻有機農園
・（株）デリーフ・デ北上
・（有）エヌーオーエー
・（有）アグリードなるせ
・（農）おおしお北部
・（株）やまもとファームみらい野
・（株）美田園ファーム
・ FA古川子実トウモロコシ ，

その他，有機栽培農家等

（せんだい次世代スマー
ト農業・生産技術ゼミ）

座学や現地視察等を通じて、生産現場の実情にあったスマート農業や生産
技術の習得を支援し、地域リーダーを育成。

GPS自動操舵、ガイダンスの実習

先進農家の視察



スマート農業実践者の育成 11（オートコンバイン稲刈り）



宮城県全域での普及拡大 12

宮城県、農機メーカー、東北大学等の産学官が連携し、RTK基地局を利用した
スマート農業の普及拡大を加速化。

（みやぎRTK普及拡大コン
ソーシアム）

測位精度
２～３ｃｍ



みやぎRTK普及拡大コンソーシアムの活動 13

13

・RTK 基地局を利用したスマート農業の普及拡大のためのセミナー開催，パンフ
レット作成。

・宮城県内に，３カ所のモデル実証現地（石巻，仙台市東部，栗原）を設け効果
の検証と研修会の開催。

セミナー（北海道との連携）

ホクレン農業総合研
究所スマート農業推進
課，岩見沢市の生産者
からRTKシステムの実
際の利用実態について
講演し，コンソーシア
ムの生産者と意見交換。

実証現地の設置

耕うんから，播種，
防除作業をRTK自動
操舵。播種作業で研
修会実施

57基地局
2024.3現在

パンフレット

ＲＴＫシステムの解
説，試験研究成果，基
地局利用者の声、など
を掲載（8ページ）。
作成部数：1,000部
配布先：コンソーシアム
構成メンバーほか

①水稲乾田直播の高能率除草剤散布体系（石巻）

②衛星データを用いた可変施肥（仙台市東部）

③タマネギの大規模直播体系（栗原）

100ha以上の経営を
想定し，新たな防除体
系でのRTKシステムの
効果を実証。

衛星データを用い
た生育マップによる
基肥の可変施肥を行
い，増収効果，コス
ト低減効果を検証。



みやぎRTK普及拡大コンソーシアムの活動 14



石巻管内の乾田直播の普及状況 15

• 2009年スタートし，2023年で970ha，水稲作付面積の約1割。水稲乾田
直播-大麦-大豆の２年3作体系が行われている。

• 稲の生育や雑草の発生状況を見て対応を検討する圃場巡回が続いており，新
規導入者からベテランまで毎回50名程度の参加がある。

石巻管内の乾田直播の普及面積の推移

（JAいしのまき資料）
石巻巡回 2024.5.17

石巻市桃生町 2024.6.2

乾直 大麦

２年3作圃場



福島被災12市町村の営農再開の状況 16

被災１２市町村の2011年12月末の営農休止面積17,298haに対し，営農
再開面積は8,599haであり，営農再開率は49.7％。



福島浜通りでの新たなモデルづくり 17

資料：福島復興ステーションttps://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/list271.html

〇面積25.9ha
〇開設時期：令和8年4月
〇事業規模：
総頭数2,280頭
生乳生産量13,000トン/年間
堆肥12,000ｔ/年、液肥20,000ｔ/年

・被災12被災市町村の営農再開率４２％
・表土剥ぎ取りなど被災農地の地力回
復が課題

福島復興牧場（浪江町）への期待

バイオガスプラント

搾乳ロボット



地域循環型の耕畜連携システムの開発実証（F-REI） 18

18
※みどりの食料システム戦略（農水省）

では2050年に25％の目標設定

大規模牧場を核とした畜産と耕種経営の飼料・有機物の循環システムを構築
するとともに、ロボット技術を導入した耕種経営での有機栽培体系を確立する。

大規模牧場



発酵消化液による肥培管理（浜再生研，全酪連） 19

• バイオガスプラントの副産物の消化液を稲WCS用栽培の追肥での利用試験を行っている。
• 化成肥料による施肥量の半分程度を、発酵消化液を追肥として代替することで、慣行栽培と
同等以上の収量が得られた。

消化液流入の様子
キックオフ会議（2024.7.10）全酪連資料から引用



近赤外分光土壌センサによる土壌診断（新潟大） 20



実証現地の土壌センサによる測定（新潟大） 21

有機栽培実証圃場



水稲の両正条田植え（農研機構） 22



除草体系の確立（福島農総センター） 23



除草ロボット（福島大 FarmDroid社） 24



25
Japanese Specification of Farmdroid robot
Onion (cv Tarzan)
Row distance: 25 cm
4 Rows (5 Rows in the future?)
4 Wheels (accept 5 degrees slope)
Distance between rows when turning: 50 cm
1. Traditional way: Pitch (seeding distance): 
15cm (Single seeding)
(Try direct seeding same condition with 
transplanting)
2. European way: Pitch:15cm (5-6 seeds: 1 
million seeds/ha)

FarmDroidロボットの日本仕様 2024.11.26

ヨーロッパのタマネギ栽培種子繰り出し装置 目皿



（株）Y法人 南相馬市原町区 26

山間部に現れる4.3ha圃場 法面高さは３ｍ程度

水稲１９ha，ナタネ４ha，タマネギ６０a，菌床しいたけ。比較的山間に位
置するが，圃場区画は最大4.3ha（平均2ha）。圃場周りはトラクタ・ダンプ
トラックが走行可能な農道が整備。



（株）Y法人 南相馬市原町区 27

4.3ha圃場

Y法人は２０１６年設立。4.3haの圃場については，もともと2ha区画の設計で
あったが，Y法人の要望で4.3haになった（相双農林事務所談）。

2012.4.13（国土地理院航空写真）



（株）Y法人 南相馬市原町区 28

べんがらモリブデン湛水直播の播種

道路側 山側



圃場区画は大きいほど良い！？ 29

3.4ha圃場の苗立ち3.4ha圃場の苗立ち

播種速度12km/h

速度12km/hでは、１ha区画は小さい



大区画圃場の割合は？ 30

3.4ha圃場の苗立ち

改正基本法に基づく初の食料・農業農村基本計画
（参考資料） 令和7年５月 農林水産省

1ha以上の大区画圃場は６％



（有）M農場（岩手県） 山間エリア 31

15筆合筆5ha圃場
トウモロコシRTK播種

1２筆合筆3.6ha圃場
狭畦密植大豆RTK播種



オランダ・ベッフェルの展示会の様子 32

ファームドロイド

レムケン



農業ロボットの時代がすぐそこに 33

ナイオテクノロジー



むすび 34

要素技術の統合・実証

要素技術の開発 製品・資材の開発

生産者

企業研究機関・大学

現場をベースにした共創とその人材育成

共創プラットフォームの形
成支援と技術普及

行政・JA

スマート農業技術の共創プラットフォーム

スマート技術の知識と現場統合・実証にも対応できる人材の育成を！
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